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Ⅰ　福井市中心市街地（駅前地区）における通行量調査
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2． 調査結果
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（1） 日曜日の通行量
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（4） 「性別」、「年代別」の通行量
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Ⅱ　中心市街地における来街者意識調査
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調査結果

（1） 来街者の形態
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（2） 目的
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（3） 来街手段
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（4） 来街頻度
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（5） 求める都心機能                                               
17

（6） 中心市街地に希望する品揃え、店舗
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（7） 促進すべき交通対策
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（8） 中心市街地での主な滞留時間
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（9） 中心市街地での主な滞留地域
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 （10） 中心市街地についての評価
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 （11） 中心市街地に希望する将来のイメージ
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3． 調査結果からみた特徴
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Ⅲ　中心市街地における来街者動態調査

1．調査概要
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　　 2．調査結果

（1）　起点、目的地別の動態
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 　　（2）　属性からみた歩行動態の状況
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    （3） 来街同行者の構成別による動態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
35

Ⅰ　福井市中心市街地（駅前地区）における通行量調査

1．調査概要

（1）　調査目的

中心市街地の活性化が注目されている中で、福井市の中心部に来街する通行量を実測するとともに、客の流れと街力の強さを測定し、今後の活性化策の参考資料に供することを目的とする。

（2）　調査日時と天候状況

測定月日
曜日
測定時刻
天気
気温

平成12年7月2日
日曜日
9：00～19：30
晴
最高：33.4℃

平成12年7月6日
木曜日
9：00～19：30
晴
　〃：29.7℃

（3）　調査地点

　駅前主要箇所32地点64方向（参照：調査地点図　P3 図1）

（4）　調査方法

15分間の通行量調査を1時間に2回実施（15分間隔）し、その通行量を2倍して概数を求めた。なお、残り15分ずつについては、来街者意識調査を実施した。

（5）　調査対象

· 通行量には、歩行者および自転車通行者も含めた。

· 中学生以上の通行量をカウントした。小学生か中学生かの判断については、調査員の主観にゆだねた。

· 調査地点のうち下記の4地点については、男女別、年齢別について詳細調査をおこなった。

　　　松木屋前　　（調査地点No.13－14）　　　新栄商店街　（調査地点No.25－26）

　　　ガレリア元町（調査地点No.19）　　　　　　北の庄通り　 （調査地点No.27）

（※以下、No.は調査地点をあらわす）

（6）　その他の留意点

· 7月2日（日）の午前9時台通行量のうち、調査地点No.9、No.31、No.32で、調査員不在によりデータがとれなかった。

· だるまや西武南口（No.21）については、出入口調査であるため、開店前の午前9時より10時まではカウントされていない。

· 午後7時台については、午後7時より7時30分まで連続で調査し、2倍することで午後7時台の通行量とした。

· 調査にあたっては、自分の目の前の地面と垂直な断面を想定し、その断面の通行量をカウントする方法で実施した。

· 前回の調査は、午前8時からの調査であったが、今回は午前9時からの調査であるため、通勤・通学者の数はほとんど含まれていない。

· 前回調査の最終調査時間は午後6時台までであるが、今回は午後7時台までの通行量をカウントしている。





2．調査結果

（1） 日曜日の通行量

　　日曜日の通行量で多い地点から上位10地点をあげると、次の通りである。

順位　　　　　
地　　点　　名
調査地点
通行量総数

1
まるまん電車通り前
（No.16）
　 12,760人

2
松木屋前
（No.13-14）
   10,194

3
生活創庫前
 （No.18）
8,482

4
だるまや西武南出入口
（No.21）
7,910

5
だるまや西武新館前通り
 （No.20）
7,746

6
かがみや駅前店前
（No.17）
7,470

7
ガレリア元町きもと前
（No.19）
7,126

8
だるまや西武南口前通り
（No.22）
6,794

9
ビックアップル前通り
（No.24）
6,632

10
勝木書店電車通り前横断歩道
（No.12）
4,162

これまでの調査では、駅から中心市街地への導入部となる「かがみや駅前店前」の通りが最も多かったが、今回調査では「まるまん電車通り前」となった。

これら上位の調査地点をみると、だるまや西武と生活創庫を二つの核として、これをつなぐ電車通りに通行量が集中している状況がうかがえる。

さらに、中心部での回遊の状況を探るため、今回の調査街区のほぼ中央部にあたる「松木屋前」を100として、各通りの通行量を図で表したのが、次頁の図－2である。

これによると、「生活創庫前」が83.2と8割の通行量を確保しており、「かがみや駅前店前」で73.3、「西武新館前通り」で76.0、「ガレリア元町きもと前」付近で69.9とほぼ7割を確保しているのに対し、新栄商店街中央部交差点（No.25-26）では37.2、北の庄通りあぶらや前（No.28）」では40.0と、半数以下となっている。

この結果から、「松木屋前」の電車通り側を来街者の動態の幹線と位置付けると、「西武新館前通り」から「ビッグアップル前通り」および「ガレリア元町通り」、そして「セントラルビル」「勝木書店」方面への電車通り横断歩道が支線と捉えることができる。

次に、中心部への流入状況についてみてみる。

先に述べたように、これまでの調査でトップであった「かがみや駅前店」の通りが減少したように、すべての流入口での減少がみられる。

そこで、中心市街地への流入手段を、電車・バスといった公共交通、徒歩・自転車、そして自家用自動車での来街に分け、その動向をみてみる。

まず、公共交通手段での来街に着目した場合、「かがみや駅前店前」の通りの他、放送会館前地下道、繊協ビル前地下道などの通行量の動向が一つの判断材料となろう。これら地点の通行量は前回と比較してもかなりの減少傾向にある。通勤・通学時の調査時間帯および調査地点の若干の差異があるが、これを勘案しても特に「かがみや駅前店前」を主流とする駅部からの流入交通量は大幅に減少している。

また、「まちづくり会社前（No.4）」の通行量も大幅に減少している。この通りは、バスの各方面行きの発着場になっている箇所であり、公共交通による来街が減少していることがうかがえる。

一方、今回は新たに「だるまや西武南口前通り」を調査地点に設定した。これは、予備調査時点での通行量の動向から判断したためであるが、この付近の通行量は確実に増加していると推測される。これは、サカエパーキングの増設やファミリーパークの新増設に伴って自家用自動車での来街者が増加したためである。地点No.21は「西武南出入口」で、地点No.22は「西武南口を利用せず通りを通過した人（＝だるまや西武南口前通り）」の通行量である。従って、この地点の通行量総数は14,704人となり、一部重複する通行量があったとしても、総量としては上位にランキングされてよい地点でもある。

（　）内は調査地点No.

（2） 平日の通行量

　　平日の通行量で多い地点から上位10地点をあげると、次の通りである。

順位　　　　　
地　　点　　名
調査地点
通行量総数

1
まるまん電車通り前
（No.16）
 10,666人

2
松木屋前
（No.13-14）
7,954

3
かがみや駅前店前
（No.17）
7,860

4
ガレリア元町きもと前
（No.19）
6,144

5
だるまや西武南出入口
（No.21）
5,802

6
福洋前
（No.10）
5,516

7
福井駅京福観光社前
（No.1）
5,366

8
生活創庫前
（No.18）
4,962

9
だるまや西武新館前通り
（No.20）
4,894

10
まちづくり会社前
（No.4）
4,878

平日の通行量の多い上位2地点「まるまん電車通り前」と「松木屋前」については変化はないが、3，4位には日曜日に6，7位であった「かがみや駅前店前」、「ガレリア元町きもと前」が入っている。さらに、5,6位には西武周辺の地点が入り、7番目に駅部からの流入・流出口である「福井駅京福観光社前」となっている。そして、日曜日に上位の通行量であった「生活創庫前」が8位となっている。また、各方面行きのバスの発着場となっている「まちづくり会社前」付近が10番目である。

まず、駅部からのこの街区への流入・流出については、3番目に通行量があった「かがみや駅前店前」と7番目に通行量があった「福井駅京福観光社前」にみられるように、通勤・通学などにより日曜日を上回る一定の通行量がある。これら地点での総交通量（No.1とNo.17）は、13,226人となっている。

また、今回は10位以内には入らなかったが、官庁街（中央大通りより以北、大手2、3丁目）、業務地区（フェニックス通り以西、順化1丁目、中央3丁目）からこの街区への流入・流出の状況についてもふれておく必要がある。官庁街、業務地区からの歩行動態で最も多かったのは「日本交通公社福井支店前横断歩道（No.3）」で、4,162人で、順位であらわすと11位である。この「日本交通公社福井支店前横断歩道」にみられるように、県庁や市役所の官庁街、放送会館や銀行など業務地区からこの地区への流入・流出を示す駅前大通りの横断地点（No.2,3,5,6,7,8）では、ほとんどの地点で日曜日より多い通行量となっている。これら地点の総通行量は21,348人である。

また日曜と同じように、松木屋前を100として、街区内の主要な地点での通行量を比較したのが次頁の図－4である。「まるまん電車通り前」は134.1と大きく上回り、「かがみや駅前店前」についても98.8と「松木屋前」とほぼ同じような通行量であった。また、6割以上を確保しているのは、「ガレリア元町きもと前」が77.2､「福洋前」が69.3、「生活創庫前」が62.3、「だるまや西武新館通り」61.5となっている。

これに対し、「北の庄通りあぶらや前」が36.7、「鳩の御門通り（No.23）」34.2、「新栄商店街」においては13.0と極めて少ない。これは、平日の買物目的の来街者が少なく、通勤・通学などの通過交通が多いためと考えられるが、「新栄商店街」の数値はそれを勘案しても少ないといえる。


（　）内は調査地点No.

(3) 日曜日と平日の通行量比較

日曜日と平日との通行量を比較するため、日曜日の通行量を平日の通行量で除して指数を得たのが下表である。ここでは、通行量の総数量は勘案せず、指数のみを単純比較したものである点をご留意頂きたい。

これによると、日曜日には、「新栄商店街（No.25-26）」や「鳩の御門通り（No.23）」、「北の庄通りあぶらや前（No.28）」など街区の南側一帯が高い指数を示している。これは、西武に隣接する駐車場から「だるまや西武南口前通り（No.22）」を通り、だるまや西武および新館を核として、新栄商店街から北の庄にかけて回遊しているためと思われる。この原因については、比較的規模の大きい駐車場がこの地区に整備されていること、西武新館の開店、新館前通りの整備、新栄・北の庄地区における新業態店舗の進出といった要素があるためと思われる。

一方、平日の方が多い地点は、街区北側の駅前大通り一帯である。これは、先に述べたように、通勤・通学の通行量が発生するとともに、また県庁や市役所の官庁街、放送会館や銀行など業務地区からこの地区への流入・流出があるためである。特に、「まちづくり会社前（No.4）」は、各方面行きのバス乗り場となっており、雨天時には自転車や徒歩通勤者の利用により大幅に増加すると考えられる。また、この街区の南や西の流入・流出口である「北の庄通り西入口付近（No.32）」や「正午堂前（No.31）」も月曜日が多いが、これも通勤・通学の通過通行量と考えられる。

ちなみに、数量ベースでいうと、日曜日と平日の差が最も多かった地点は、「生活創庫前」の3,520人、続いて「だるまや西武南口前通り」の3,140人となっている。これらの地点はいずれも買物を目的とする通行量に影響していると考えられる。

表－1　日曜日と平日の比較指数上位、下位10

順位
地点名

（日曜日の方が多い）
指　数
順位
地点名

（平日の方が多い）
指　数

1
新栄商店街交差点東西方向
206.2
1
まちづくり会社前
60.6

2
鳩の御門通り
196.8
2
福井駅京福交通社前
61.8

3
だるまや西武南口前通り
185.9
3
繊協ビル前横断歩道
63.8

4
新栄商店街交差点南北方向
177.1
4
交通公社前大通り横断歩道
68.6

5
生活創庫前
170.9
5
放送会館前地下道
70.4

6
西武新館通り
158.3
6
北の庄通り西入口付近
75.6

7
北の庄通りあぶらや前
139.6
7
中央三井信託銀行横通り
81.8

8
だるまや西武南出入口
136.3
7
繊協ビル前地下道
81.8

9
ビッグアップル前通り
133.7
9
正午堂前
86.4

10
北の庄通り太陽スポーツ前
128.9
10
セントラルビル前横断歩道
94.0

（4）　「性別」、「世代別」の通行量

今回の調査では、通行量の他に4地点で両日、「性別」、「年代別」通行量の調査をおこなった。調査地点は、「松木屋前（No.13-14）」、「新栄商店街（No.25-26）」、「ガレリア元町きもと前（No.19）」、「北の庄太陽スポーツ前（No.27）」である。

まず、男女別の通行量であるが、日曜日の女性比率は、「松木屋前」が63.8％、「新栄商店街」60.5％、「ガレリア元町きもと前」54.9％、「北の庄太陽スポーツ前」53.0％で、「松木屋前」、「新栄商店街」で他の2箇所に比べ女性の比率が高い。この傾向は、平日になるとさらに顕著で、「松木屋前」67.7％、「新栄商店街」72.4％と7割前後が女性なのに対し、「ガレリア元町きもと前」「北の庄太陽スポーツ前」では女性の割合が減少し、それぞれ51.2％、51.8％と男女ほぼ同じ割合になっている。

図－⑦は、性別の通行量を図式化したものである。「ガレリア元町きもと前」「北の庄太陽スポーツ前」の日曜日と平日の通行量がさほど違わないのに比べ、「松木屋前」「新栄商店街」は大きく減少することがうかがえる。そして、「松木屋前」「新栄商店街」で特に男性の割合が激減していることがうかがえる。


次に、世代別の構成割合について日曜日の状況をみると、「松木屋前」「ガレリア元町きもと前」「北の庄太陽スポーツ前」では「中高生～」がそれぞれ49.0％、48.3％、49.2％と高いのに対し、「新栄商店街」では「25歳～」が47.5％を占め「中高生～」の46.0％をわずかながら上回っている。しかし、平日になると「中高生～」の割合は減少し、「ガレリア元町きもと前」で28.0％、「北の庄太陽スポーツ前」30.4％、「新栄商店街」34.1％、「松木屋前」44.6％となっている。

一方、通行量を世代別にあらわすと、「65歳～」については、日曜日よりも平日の通行量がいずれの地点でも増加している状況がうかがえる。また、「ガレリア元町きもと前」では、平日の「25歳～」の通行量が日曜日に比べ2割以上増加しており、「北の庄太陽スポーツ前」にあってもわずかながら増加している。

こうしたことから、日曜日においては「中高生～」の来街が通行量全体に大きく影響していることがうかがえる。

3．前回（昭和59年6月）との比較

前回の調査は、16年前の昭和59年に実施されている。この間ショピングセンター等の商業店舗の郊外立地が進み、相対的に中心市街地の商業力の低下がいわれてきた。

下表は、前回と今回の通行量の上位ベスト10を比較したものである。最初にふれたように、仮設駐輪場の設置や店舗外装の変化により物理的に同じ地点での調査ができなかったり、予備調査段階でより適当な地点を選択したため前回と調査地点には差異が生じている。また、購買行動に大きな影響を与えないという観点から、今回については午前8時台の通行量はとらず、前回調査しなかった午後7時台の通行量を把握している。

このため、前回と単純には比較できないが、全体的に見て3割程度減少していると思われる。特に、前回トップであった「ひまわり書店前（現ファミリーマート前）」と今回6位となった「かがみや駅前店前」は、いずれも福井駅からの流入・流出動態であるが、これを単純に比較すると実に6割近い減少となっている。公共交通による来街がかなり減少していることがうかがえる。

前回2位であった「三上前」と今回2位の「松木屋前」について比較すると、34.1％の減少、前回3位で今回1位であった「まるまん電車通り前」では16.7％の減少、前回5位の「元町一番街入口（電車通り）」と今回7位の「ガレリア元町きもと前」は28.6％の減少と2～3割減少している。

表－2　前回（昭和59年6月）との比較

順位
昭和59年6月
今　　回


地　点
通行量
地　点
通行量

1
ひまわり書店前
18,176
まるまん電車通り前　　　
12,760

2
三上前
15,478
松木屋前
10,194

3
まるまん電車通り前　　　
15,312
生活創庫前
 8,482

4
駅前派出所前
10,872
だるまや西武南出入口
 7,910

5
元町一番街入口（電車通り）
 9,976
だるまや西武新館前通り
 7,746

6
マアキ前
 8,300
かがみや駅前店前
 7,470

7
新栄パチンコフレンド前
 8,212
ガレリア元町きもと前
 7,126

8
勝木書店横通り
 7,788
だるまや西武南口前通り
 6,794

9
だるまや西武前（電車通り）
 7,734
ビッグアップル前通り
 6,632

10
日本交通公社前
 7,660
勝木書店電車通り前横断歩道
 4,162

一方、通行量が増加している地点もある。新栄中心部の交差点については、通行量はさほど多くはないが、南方面（北の庄通り方面）と西方面（ビッグアップル方面）で2～3倍となった（西方向は前回調査なし）。街区全体の来街者が2～3割程度減少している中で、回遊性が高まっている地域であり、これには、西武新館の開店、新栄・北の庄地区における新業態店舗の進出といった背景があると思われる。

Ⅱ　中心市街地における来街者意識調査

1．調査概要

（1）　調査目的

中心市街地の活性化が注目されている中で、駅前地域への来街者に対し、中心市街地に対する意見や要望を聴取することによって、現在の中心市街地への意識を把握し今後の中心市街地活性化事業の参考資料とする。

（2）　調査日時と天候状況

測定月日
曜日
測定時刻
天気
気温

平成12年7月2日
日曜日
9：00～19：30
晴
最高：33.4℃

平成12年7月6日
木曜日
9：00～19：30
晴
　〃：29.7℃

（3）　調査地点

　だるまや西武北東玄関前と他、駅前地域通行量調査地点32地点。

（4）　調査方法

  高校生以上を対象とし、アンケート形式で実施。回答者には、粗品を進呈。
（5）　調査対象

調査対象人員は合計970人である。ただし、個人属性で未回答の部分があり、未回答については不明として扱った。そのため該当しない属性の回答者となるところは数から除外した。

（　内　訳　）

＜性別・地域別＞　　　　　　　　　　　＜年代別＞　　　　　　　　＜職業＞

性別

地域
人数

（構成比）

10代
189人（19.5%）

自営業
68人
（7.0%）

男性
358人
（36.9%）
福井市内
203人

（21.1%）

20代
268人（27.7%）

会社員
284人
（29.3%）



福井市外
119人

（12.3%）

30代
102人（10.5%）

ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ
53人
（5.5%）



福井県外
32人

（3.3%）

40代
96人（9.9%）

主婦
114人
（11.8%）

女性
534人
（55.1%）
福井市内
317人

（32.7%）

50代
107人（11.0%）

学生
257人
（26.5%）



福井市外
169人

（17.4%）

60代

以上
167人（17.2%）

無職
84人
（8.6%）



福井県外
37人

（3.8%）

不明
41人（4.2%）

その他
36人
（3.7%）


性別不明78人
（8.0%）

住所不明

93人

（9.6%）

不明
74人
 （7.6%）









（構成比は970人を100％として計算）

2．調査結果

（1） 来街者の形態

　来街者の形態は「単身」が最も多く51.2％、続いて「同性友人」20.3％、「家族・親戚」16.7％となっている。性別でも男女とも「単身」が約半分を占める。年代別では、10代では男女ともに「単身」より「同性友人」の方が多いが、20代以上になると「単身」が「同性友人」を上回る。また、30代以上では、「単身」あるいは「家族・親戚」というのが多くなっている。

（数字：％）


単身
同性友人
異性を含む友人
家族・親戚
会社同僚
その他
全体

全体
51.2
20.3
9.8
16.7
1.8
0.2
100.0

男性
53.4
16.5
13.1
14.5
2.6
0.0
100.0

10代
41.3
46.0
9.5
3.2
0.0
0.0
100.0

20代
45.7
18.9
28.3
5.5
1.6
0.0
100.0

30代
42.9
5.7
0.0
45.7
5.7
0.0
100.0

40代
55.6
2.8
2.8
30.6
8.3
0.0
100.0

50代
62.9
2.9
0.0
28.6
5.7
0.0
100.0

60代以上
83.9
1.8
5.4
8.9
0.0
0.0
100.0

女性
49.7
22.9
7.6
18.1
1.3
0.4
100.0

10代
27.4
58.1
8.1
6.5
0.0
0.0
100.0

20代
41.9
24.0
19.4
13.2
1.6
0.0
100.0

30代
46.0
12.7
1.6
34.9
3.2
1.6
100.0

40代
44.9
6.1
6.1
42.9
0.0
0.0
100.0

50代
72.9
5.1
0.0
20.3
0.0
1.7
100.0

60代以上
88.0
3.3
1.1
16.3
2.2
0.0
100.0

（2） 来街者の目的
　来街目的は、全体で「買物・レジャー」が64.0％、「仕事」が17.6％、以下、「面白いことを求めて」が5.3％、「通学」が3.9％である。どの年代も「買物・レジャー」が半数を越え、特に40代では75％が「買物・レジャー」を目的としていることが目立つ。また30代においては、約10％が「面白いことを求めて」と答えており、明確な目的を持たずに来街している。
（数字：％）


10代
20代
30代
40代
50代
60代以上
全体

買い物・レジャー
60.1
67.2
60.8
75.0
59.8
61.2
64.0

仕事
11.7
19.4
21.6
19.8
27.1
11.5
17.6

通学
13.8
3.7
0.0
0.0
0.9
0.0
3.9

面白い事を求めて
8.0
4.5
9.8
1.0
1.9
6.1
5.3

その他
6.4
5.2
7.8
4.2
10.3
21.2
9.2

全体
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

（3） 来街手段（利用交通手段）
  前回昭和59年の調査結果と比較すると「自動車」で来街する人の割合がほぼ倍近くになり、他の交通手段は一様に減少している。全体としては「自動車」が最も多く45.4％を占め、以下「電車」、「バス」、「自転車」という順で3つが似た値で続く。

　（数字：％）


昭和59年調査結果（全体）
全体
10代
20代
30代
40代
50代
60代以上

自動車
24.6
45.4
34.7
69.1
54.0
54.6
32.6
18.8

自転車（バイク）
21.9
15.1
22.3
9.7
17.6
10.6
17.8
13.3

電車
21.0
14.7
27.1
9.3
9.8
10.5
11.2
16.4

バス
20.9
13.9
10.6
8.2
12.7
9.5
17.8
27.9

徒歩
11.4
8.8
4.3
3.0
4.9
13.7
14.0
20.0

タクシー
－
1.5
0.5
0.0
1.0
1.1
4.7
3.0

その他
0.2
0.6
0.5
0.7
0.0
0.0
1.9
0.6

全体
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

· 昭和59年度の調査では「タクシー」という項目はなかった。

（4） 来街頻度
　来街頻度については、「月に1～2回」が28.0％で最も多く、ついで「ほぼ毎日」が25.5％、「週に1回」が22.9％の順となっている。男女別にみると、男性は「月1～2回」が30.6％、「ほぼ毎日」が23.2％、「週に1回」が21.8％で、全体と同じ順位構成であるが、女性になると「ほぼ毎日」が26.9％で最も多く、ついで「月に1～2回」26.4％、「週に1回」23.5％の順となる。

（数字：％）


ほぼ毎日
週2～3回
週に1回
月1～2回
年に数回
全体

全体
25.5
14.2
22.9
28.0
9.4
100.0

男性
23.2
14.0
21.8
30.6
10.4
100.0

10代
32.8
13.1
21.3
26.2
6.6
100.0

20代
13.7
9.2
32.8
35.1
9.2
100.0

30代
22.2
8.3
8.3
41.8
19.4
100.0

40代
24.3
13.5
10.8
35.2
16.2
100.0

50代
27.8
25.0
11.1
19.4
16.7
100.0

60代以上
32.2
23.2
19.6
21.4
3.6
100.0

女性
26.9
14.3
23.5
26.4
8.9
100.0

10代
33.4
14.3
21.4
23.8
7.1
100.0

20代
32.4
7.8
25.6
26.4
7.8
100.0

30代
20.6
15.9
25.4
23.8
4.3
100.0

40代
20.0
12.0
18.0
42.0
8.0
100.0

50代
23.7
20.3
20.3
25.5
10.2
100.0

60代以上
21.8
18.8
25.7
24.8
8.9
100.0

（5） 求める都心機能（複数回答）
　求める都心機能では「飲食・サービス機能」が38.0％、「商業・物販機能」30.9％、「交通結節機能」30.7％、「レジャー機能」30.0％、「憩いの機能」26.4%、「中心部回遊機能」が22.3％の順となっている。

　性別でみると「飲食・サービス機能」が男性で35.9％、女性で40.1％でともにトップであるが、第2位に男性は「レジャー機能」35.0％がくるのに対し、女性は「交通結節機能」32.6％となっている。

　年代別では、男性の10、20代では「レジャー機能」がトップであり、女性は10代から30代までは「飲食・サービス機能」がトップになっている。また女性50代で「交通結節機能」に52.6％と回答が出ているのが目立つ。

（数字：％）


飲食・サービス機能
商業・物販機能
交通結節機能
レジャー機能
憩いの機能
中心部回遊機能
文化機能
イベント・賑わい機能
情報発信機能
コミュニティ機能
宿泊機能
ビジネス機能
居住機能
その他

全体
38.0
30.9
30.7
30.0
26.4
22.3
19.9
19.1
8.9
5.0
4.9
4.0
2.1
4.3

男性
35.9
30.5
27.9
35.0
23.4
21.9
15.7
20.8
10.3
4.8
6.8
5.4
4.0
4.8

10代
46.7
38.3
20.0
56.7
16.7
18.3
10.0
21.7
3.3
3.3
10.0
3.3
6.7
3.3

20代
39.7
34.4
21.4
42.0
24.4
19.8
13.7
22.1
10.7
4.6
5.3
3.1
3.1
5.3

30代
33.3
33.3
27.8
30.6
30.6
27.8
11.1
27.8
11.1
0.0
11.1
13.9
2.8
0.0

40代
37.8
24.3
40.5
29.7
16.2
16.2
16.2
18.9
18.9
8.1
2.7
2.7
5.4
2.7

50代
24.2
12.1
33.3
15.2
27.3
36.4
30.3
21.2
12.1
6.1
3.0
6.1
3.0
6.1

60代以上
22.2
25.9
40.7
13.0
25.9
22.2
20.4
13.0
9.3
7.4
9.3
9.3
3.7
9.3

女性
40.1
32.0
32.6
27.7
28.5
21.1
21.3
18.4
7.2
4.5
3.3
2.7
1.2
4.3

10代
52.4
41.9
24.2
45.2
21.8
16.1
11.3
25.8
5.6
5.6
4.8
0.0
0.8
1.6

20代
44.2
33.3
31.8
32.6
19.4
18.6
19.4
22.5
9.3
3.9
4.7
4.7
2.3
2.3

30代
45.2
35.5
29.0
22.6
27.4
17.7
25.8
19.4
11.3
3.2
1.6
8.1
0.0
4.8

40代
42.0
38.0
30.0
16.0
44.0
28.0
30.0
14.0
12.0
2.0
2.0
0.0
2.0
2.0

50代
24.6
17.5
52.6
22.8
31.6
28.1
28.1
5.3
3.5
5.3
3.5
3.5
0.0
3.5

60代以上
20.9
19.8
35.2
9.9
41.8
26.4
26.4
12.1
3.3
5.5
1.1
1.1
1.1
12.1

（6） 中心市街地に希望する品揃え、店舗（複数回答）
　 中心市街地に希望する品揃え・店舗について最も多かったのが「服飾・生活雑貨」の27.6％、次いで「文化・レジャー関連」27.1％、「衣料品」24.9％、「喫茶・軽食・レストラン」24.5％となっている。

　 男性では、「文化・レジャー関連」が最も多く32.5％、以下「服飾・生活雑貨」・「喫茶・軽食・レストラン」が24.3％、「衣料品」が21.9％となっている。女性では「服飾・生活雑貨」が30.2％でトップであり、「衣料品」28.6％、「喫茶・軽食・レストラン」が24.7％、「食料品関係」23.3％、「文化・レジャー関連」23.1％となっている。

　 年代別では男性が40代以外の全ての年代、女性の40代、50代で「文化・レジャー関連」がトップである。一方、女性の10代、20代では「服飾・生活雑貨」がもっとも多くなっている。

（数字：％）


服飾・生活雑貨
文化・レジャー関連
衣料品
喫茶・軽食・レストラン
食料品関係
貴金属・時計・ブランド品
居酒屋・バー・スナック
家電製品
日用雑貨
名産・特産・贈答品
その他

全体
27.6
27.1
24.9
24.5
18.6
12.3
9.7
8.2
8.1
6.7
4.8

男性
24.3
32.5
21.9
24.3
11.2
12.5
15.5
12.2
6.4
7.0
4.6

10代
34.5
36.2
22.4
27.6
19.0
19.0
19.0
10.3
3.4
3.4
1.7

20代
30.2
34.9
30.2
26.4
4.7
15.5
20.2
11.6
6.2
1.6
3.9

30代
13.9
36.1
22.2
19.4
13.9
2.8
8.3
2.8
5.6
13.9
5.6

40代
14.7
17.6
17.6
26.5
17.6
14.7
5.9
26.5
8.8
2.9
2.9

50代
6.5
25.8
16.1
12.9
12.9
12.9
19.4
12.9
6.5
16.1
9.7

60代以上
22.0
34.1
2.4
24.4
12.2
0.0
7.3
12.2
9.8
19.5
7.3

女性
30.2
23.1
28.6
24.7
23.3
11.5
5.8
5.6
9.7
6.0
5.2

10代
49.2
16.1
34.7
27.4
16.9
16.9
5.6
3.2
5.6
0.8
2.4

20代
40.9
21.3
38.6
28.3
8.7
15.7
12.6
1.6
9.4
0.8
2.4

30代
19.7
32.8
26.2
24.6
37.7
11.5
1.6
4.9
18.0
6.6
6.6

40代
  17.0
  38.3
  17.0
  21.3 
  36.2
   8.5
   2.1  
  14.9
  14.9
   8.5
   4.3

50代
13.0
25.9
24.1
20.4
25.9
5.6
5.6
7.4
9.3
18.5
5.6

60代以上
11.1
19.8
16.0
18.5
34.6
1.2
1.2
9.9
7.4
11.1
13.6

（7） 促進すべき交通対策（複数回答）
　中心市街地内への来街手段について、促進すべき交通対策は「駐車場の整備と歩行者の安全性」が55.1％と最も多く、以下「電車・バスの乗り継ぎの利便性」が29.7％、「店先に車をおけるような対策」28.2％、「コミュニティバスのルート・本数の増加」25.7％という結果になった。

　男女とも「駐車場の整備と歩行者の安全性」が半数以上の回答を得てトップである。「コミュニティバスのルート・本数の増加」は男性より女性の比率が多かった一方、「電車・バスの乗り継ぎの利便性」では男性が女性よりも多い結果となった。

　また、男女どの年代でも「駐車場の整備と歩行者の安全性」については高い回答を得ており、特に男女50代では6割を越える結果になった。

（数字：％）


駐車場の整備と歩行者の安全性
電車・バスの乗り継ぎの利便性
店先に車を置けるような対策
コミュニティバスのルート・本数の増加
駐輪場の整備といった自転車対策
路線バスの本数の増加
自動車を優先した道路づくり
その他

全体
55.1
29.7
28.2
25.7
19.1
18.3
12.7
4.6

男性
57.5
31.3
29.0
22.1
23.3
17.8
14.9
4.0

10代
46.6
34.5
39.7
25.9
27.6
32.8
24.1
5.2

20代
58.6
26.6
38.3
18.8
21.1
9.4
13.3
3.9

30代
55.6
30.6
27.8
30.6
11.1
25.0
16.7
5.6

40代
59.5
32.4
16.2
18.9
29.7
13.5
10.8
0.0

50代
70.6
41.2
17.6
26.5
23.5
11.8
11.8
5.9

60代以上
58.2
32.7
12.7
20.0
27.3
23.6
12.7
3.6

女性
54.1
27.7
27.9
28.9
16.3
18.6
10.3
5.0

10代
48.7
35.3
37.0
20.2
9.2
20.2
14.3
3.4

20代
48.4
26.6
35.2
23.4
13.3
17.2
10.9
1.6

30代
63.9
31.1
26.2
31.1
19.7
13.1
3.3
6.6

40代
57.1
20.4
32.7
38.8
16.3
18.4
12.2
2.0

50代
67.2
25.9
17.2
31.0
24.1
24.1
5.2
5.2

60代以上
53.1
23.5
12.2
38.8
21.4
19.4
10.2
11.2

（8） 中心市街地での主な滞留時間（複数回答）

年代別に見た中心街での滞留時間は30代と60代を除けば、14時前後でピークとなっている。特に20代のピーク時（14:00 ～14:30）は20代来街者の60パーセント近くにあたる155名が滞留している。また17時を過ぎたあたりから、来街者の減少の傾きが大きくなり特に10代、20代でその傾向が顕著である。

　　　　

（9） 中心市街地での主な滞留地域（複数回答）

　 最も多いのは「だるまや西武（ブロック）」と52.8％であり、「西武新館（ブロック）」19.9％、「新栄商店街（ブロック）」9.7％と続く。特に女性では「だるまや西武」と「西武新館」をあわせると80.8％となり、大部分が過ごす様子がわかる。また「新栄商店街」では男性の10、20代と女性の10代で10％をこえるものの、全体では1割にみたない結果となった。（各ブロックについてはP27図－2、参照）

（数字：％）

各ブロックの

主な建物
A（セントラルビル）
B（ユア―ズ、加藤

　　ビル）
C（福井駅、かゞみ

　　や）
D（サカエＰ、

　テアトルサンク）
E（だるまや西武）
Ｆ（西武新館）
Ｇ（新栄商店街）
Ｈ（ガレリア元町、

　　まるまん）
Ｉ（生活創庫）
Ｊ（北の庄通り

　　南側一帯）
その他の地区

全体
1.5
7.8
4.3
4.5
52.8
19.9
9.7
7.2
7.3
3.2
5.8

男性
1.8
9.5
4.7
3.6
40.9
19.9
11.6
11.3
6.5
1.5
6.5

10代
1.7
8.6
3.4
3.4
29.3
31.0
15.5
19.0
8.6
1.7
6.9

20代
1.6
2.4
2.4
3.3
39.0
25.2
18.7
13.0
8.9
0.0
2.4

30代
0.0
22.9
5.7
2.9
57.1
11.4
2.9
5.7
5.7
0.0
2.9

40代
0.0
11.1
5.6
5.6
41.7
19.4
5.6
5.6
0.0
5.6
11.1

50代
0.0
12.1
9.1
9.1
48.5
6.1
3.0
9.1
6.1
3.0
12.1

60代以上
5.8
15.4
7.7
0.0
42.3
9.6
5.8
7.7
3.8
1.9
11.5

女性
1.2
6.1
3.6
5.0
61.6
19.2
8.9
4.2
7.9
4.0
5.3

10代
2.5
5.0
4.2
6.7
47.1
25.2
16.8
7.6
16.8
6.7
6.7

20代
1.6
4.7
2.4
3.9
59.1
26.8
9.4
6.3
11.0
3.9
3.1

30代
1.7
6.8
3.4
6.8
72.9
15.3
3.4
5.1
3.4
3.4
3.4

40代
0.0
6.4
4.3
4.3
70.2
10.6
6.4
0.0
4.3
4.3
4.3

50代
0.0
10.5
5.3
5.3
61.4
14.0
8.8
1.8
0.0
0.0
8.8

60代以上
0.0
6.5
2.2
3.2
72.0
11.8
3.2
0.0
1.1
3.2
6.5

（10） 中心市街地についての評価
① 駐車場・駐輪場施設について

　駐車場・駐輪場施設の整備状況については「よくない」が35.8％で最も多く、「あまりよくない」が35.4％となり否定的な意見が大半を占めている。性別でみると男性が「よくない」37.3％でトップであるのに対し、女性では「あまりよくない」が36.9％で最も多い。年代別では、男性の40代以上で評価が厳しくなり、特に女性の50代で「よくない」と52.6％が回答していることが目立つ。

（数字：％）


よくない
あまり

よくない
普通
よい
大変よい
全体

全体
35.8
35.4
26.5
2.0
0.3
100.0

男性
37.3
33.5
26.0
3.2
0.0
100.0

10代
33.3
38.3
26.7
1.7
0.0
100.0

20代
39.1
32.0
25.8
3.1
0.0
100.0

30代
13.9
44.4
36.1
5.6
0.0
100.0

40代
41.7
36.1
22.2
0.0
0.0
100.0

50代
42.4
30.3
21.2
6.1
0.0
100.0

60代以上
47.2
24.5
24.5
3.8
0.0
100.0

女性
34.8
36.9
26.5
1.2
0.6
100.0

10代
38.7
29.8
31.5
0.0
0.0
100.0

20代
26.9
46.2
24.6
1.5
0.8
100.0

30代
32.3
45.1
21.0
0.0
1.6
100.0

40代
28.0
44.0
26.0
2.0
0.0
100.0

50代
52.6
28.1
17.5
1.8
0.0
100.0

60代以上
35.8
28.3
32.6
2.2
1.1
100.0

② （段差、幅などについて）歩道の歩きやすさ

　歩道の歩きやすさについては「普通」とした人が46.7％で最も多い。次に「あまりよくない」27.1％、「よくない」16.8％となり、否定的な意見が半数近くを占めた。性別でみると、男女ともに半数近くの人が「普通」と答えている。年代別でみると男性の10代から30代で50％以上の人が「普通」と答えているが、男性40代以上からは、評価が分かれる傾向にある。ただ、「よい」と回答しているのは、（街全体というよりも調査ポイントの近くにあり）新たに整備された西武横の歩道をイメージしているとも思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        （数字：％）


よくない
あまり

よくない
普通
よい
大変よい
全体

全体
16.8
27.1
46.7
8.5
0.9
100.0

男性
18.5
24.0
46.2
10.4
0.9
100.0

10代
13.6
23.7
57.6
5.1
0.0
100.0

20代
13.4
19.7
53.5
12.6
0.8
100.0

30代
8.3
25.0
61.1
2.8
2.8
100.0

40代
27.8
41.6
27.8
2.8
0.0
100.0

50代
26.5
20.6
29.4
20.6
2.9
100.0

60代以上
31.5
24.1
29.6
14.8
0.0
100.0

女性
15.2
29.2
47.7
7.1
0.8
100.0

10代
20.0
27.2
45.6
5.6
1.6
100.0

20代
10.8
32.3
49.2
7.7
0.0
100.0

30代
9.8
32.8
50.8
3.3
3.3
100.0

40代
12.0
24.0
56.0
8.0
0.0
100.0

50代
20.0
34.5
43.7
1.8
0.0
100.0

60代以上
17.7
24.0
44.8
13.5
0.0
100.0

③ ｼｮｰｳｨﾝﾄﾞｳを歩きながら見る楽しみ

　ｼｮｰｳｨﾝﾄﾞｳを見る楽しみについては、「普通」と回答した人が41.5％で最も多い一方で、「あまりよくない」31.6％、「よくない」16.9％と否定的な意見がこれを上回っている。性別・年代別に見ても男性の50代、女性の30代で「あまりよくない」がトップである以外は、男女どの年代も「普通」を一番多く回答している。また男性50代、女性60代以上で肯定的な意見が15％を越えている。

（数字：％）


よくない
あまり

よくない
普通
よい
大変よい
全体

全体
16.9
31.6
41.5
8.9
1.1
100.0

男性
17.8
33.9
38.9
8.2
1.2
100.0

10代
10.3
32.8
48.3
6.9
1.7
100.0

20代
13.5
37.3
39.7
7.9
1.6
100.0

30代
19.4
30.6
38.9
11.1
0.0
100.0

40代
27.8
30.6
38.8
2.8
0.0
100.0

50代
20.6
41.2
20.6
14.7
2.9
100.0

60代以上
26.9
26.9
38.5
7.7
0.0
100.0

女性
15.4
30.1
44.2
9.1
1.2
100.0

10代
16.8
28.0
46.4
6.4
2.4
100.0

20代
13.1
38.5
40.7
7.7
0.0
100.0

30代
16.7
40.0
33.3
8.3
1.7
100.0

40代
18.0
28.0
44.0
10.0
0.0
100.0

50代
19.3
22.8
49.1
8.8
0.0
100.0

60代以上
12.8
20.2
50.0
14.9
2.1
100.0

④ うまく時間がつぶせる

　この項目については「普通」35.1％とし、「あまりよくない」32.0％、「よくない」21.9％と否定的な意見が半数をこえ、以前から中心市街地で指摘されている「回遊性」の低さの一因を証明する結果となった。性別でみると男性では「よくない」「あまりよくない」と答えた人は6割を占めたのに対して、女性では半数にとどまっている。これは「時間消費」の点でショッピング等、女性向きな要素があるためと思われる。
（数字：％）


よくない
あまり

よくない
普通
よい
大変よい
全体

全体
21.9
32.0
35.1
9.3
1.7
100.0

男性
27.1
32.8
29.4
9.0
1.7
100.0

10代
22.0
33.9
35.6
8.5
0.0
100.0

20代
30.8
28.3
27.6
10.2
3.1
100.0

30代
22.2
47.2
27.8
2.8
0.0
100.0

40代
25.0
33.3
38.9
2.8
0.0
100.0

50代
32.4
35.2
20.6
11.8
0.0
100.0

60代以上
25.5
29.4
27.5
13.7
3.9
100.0

女性
18.3
31.7
39.0
9.3
1.7
100.0

10代
27.2
26.4
36.8
8.0
1.6
100.0

20代
14.6
43.8
35.4
5.4
0.8
100.0

30代
13.1
29.5
45.9
8.2
3.3
100.0

40代
14.0
38.0
38.0
10.0
0.0
100.0

50代
17.9
33.9
37.4
5.4
5.4
100.0

60代以上
18.3
19.4
41.8
19.4
1.1
100.0

⑤ 街全体の景観

　街全体の景観については、「普通」39.8％、「あまりよくない」30.4％、「よくない」23.0％と否定的な意見が過半数を占めた。男性で34.8％、女性では42.8％が「普通」と回答し、最も多い。年代別に見ると、男性の50代で否定的な意見が「普通」の約3倍近くに達しているものの、肯定的な意見も約2割あり評価が割れた。

（数字：％）


よくない
あまり

よくない
普通
よい
大変よい
全体

全体
23.0
30.4
39.8
5.3
1.5
100.0

男性
26.7
30.1
34.8
6.4
2.0
100.0

10代
20.3
35.6
32.2
10.2
1.7
100.0

20代
26.0
28.3
38.6
5.5
1.6
100.0

30代
19.4
38.9
38.9
0.0
2.8
100.0

40代
22.9
31.4
42.8
0.0
2.9
100.0

50代
35.3
23.5
20.6
14.7
5.9
100.0

60代以上
37.1
25.9
29.6
7.4
0.0
100.0

女性
20.7
31.3
42.8
4.4
0.8
100.0

10代
25.6
24.0
46.4
3.2
0.8
100.0

20代
13.1
40.0
42.3
3.8
0.8
100.0

30代
12.9
42.0
40.3
3.2
1.6
100.0

40代
18.0
30.0
44.0
8.0
0.0
100.0

50代
21.1
33.3
40.3
3.5
1.8
100.0

60代以上
31.9
21.3
40.4
6.4
0.0
100.0

（11） 中心市街地に希望する将来のイメージ（複数回答）
　中心市街地が将来こうなってほしいという質問では、「日常の買物に便利な街」34.4％、「ファッション性の高い街」29.8％、「高齢者が安心して来られる街」25.5％、「近代的なデザインの街」22.9％の順となっている。この他、性別でみると男性では「若者中心の街」が全体平均17.5％に対して23.1％を占め、また女性では「日常の買い物に便利な街」40.7％、「ファッション性の高い街」36.6％、「高齢者が安心して来られる街」26.0％、「近代的なデザインの街」21.3％とショッピングを重点にイメージしている。年代別になると、男女10、20代と男性30代で「ファッション性」「近代的なデザイン」と視覚的なものを街に求めるのに対し、それら以外の年代では「買い物が便利」、「高齢者が安心できる」といった実用的な面を重視する傾向にある。

　（数字：％）


日常の買物に

便利な街
高齢者が安心して来られる街
商品の安い街
近代的なデザインの街
下町ムードのある街
ファッション性の高い街
高級品・専門品店の多い街
若者中心の街

全体
34.4
25.5
15.4
22.9
9.4
29.8
7.6
17.5

男性
26.0
22.5
14.3
24.6
9.9
22.5
9.6
23.1

10代
25.0
10.0
16.7
26.7
15.0
33.3
15.0
40.0

20代
20.3
8.6
10.2
24.2
6.3
29.7
4.7
28.1

30代
28.6
17.1
11.4
40.0
5.7
20.0
8.6
11.4

40代
30.6
16.7
16.7
19.4
22.2
13.9
16.7
0.0

50代
43.8
50.0
18.8
28.1
9.4
12.5
6.3
21.9

60代以上
25.5
62.7
19.6
13.7
7.8
5.9
13.7
15.7

女性
40.7
26.0
16.4
21.3
8.4
36.6
6.5
13.7

10代
33.3
8.1
18.7
22.0
8.9
40.7
4.1
31.7

20代
29.7
13.3
11.7
21.1
4.7
60.9
3.9
14.8

30代
52.5
19.7
14.8
24.6
4.9
34.4
13.1
6.6

40代
53.1
24.5
16.3
30.6
10.2
26.5
4.1
2.0

50代
53.6
46.4
12.5
19.6
7.1
14.3
5.4
3.6

60代以上
44.0
61.5
24.2
15.4
15.4
17.6
8.8
5.5


3．調査結果からみた特徴
　今回の調査結果からみられる特徴を列挙すると次の通りである。

（1） 主要な来街手段となった「自動車」

　今回の調査で「自動車」は来街手段の約2分の1を占め、他を大きく引き離して主要な来街手段となっている。その一方で「駐車場・駐輪場施設」の評価では、7割が現状に満足していないこと、促進すべき交通対策でも「駐車場の整備と歩行者の安全性」が最も多いことを考えると、その増加に対応した駐車場をはじめとする交通整備が大きな課題である。

（2） 集中化する西武周辺（ブロック）

　滞留地域では、だるまや西武・西武新館で、ほとんどの来街者が過ごしている様子や、「うまく時間がつぶせる」満足度が低いことが今回の調査で改めてわかった。来街者に対し、だるまや西武の強い集客力がわかる反面、中心市街地全体でみた場合にだるまや西武（ブロック）以外でも魅力的な店舗、充実した商店街づくりが必要と思われる。

(3) 厳しい中心街に対する評価

　来街者による中心市街地に対する評価は軒並み厳しい結果となった。「駐車場・駐輪場施設」、「（段差、幅等）歩きやすさ」、「ｼｮｰｳｨﾝﾄﾞｳを歩きながら見る楽しみ」、「うまく時間がつぶせる」、「街全体の景観」の全項目において、「よい」「大変よい」という肯定的な意見が極端に少なく、不満のある様子がうかがえる。

(4) 求められる多機能性

　駅前周辺では買物調査が過去に何度か行われ、購買活動に注目されることが多かった。しかし、今回の調査で、来街者は駅前について「商業物販機能」だけでなく、「レジャー」や「憩い」の機能も求めていることがわかった。従来の“買う”だけでなく、“遊ぶ”、“休む”といった機能が求められ、中心市街地に対してニーズの多様化が進んでいることがわかる。それに対応して調査結果（6）の“希望する品揃え、店舗”では「文化・レジャー関連」、「喫茶・軽食・レストラン」の施設・店舗を要望する声が高かった。


Ⅲ　中心市街地における来街者動態調査
1．　調査概要

（1）　調査目的

中心市街地の活性化が注目されている中で、来街者の動態調査し、その特徴、傾向を把握することで今後の中心市街地活性化事業の参考資料に供することを目的とする。

（2）　調査日時と天候状況

測定月日
曜日
測定時刻
天気
気温

平成12年7月2日
日曜日
9：00～19：30
晴
最高：33.4℃

平成12年7月6日
木曜日
9：00～19：30
晴
　〃：29.7℃

（3）　調査地点

　　　福井駅前地域10地点。

（4）　調査方法

高校生以上を対象とし、ヒアリング形式で実施。回答者には、粗品を進呈。

（5）　調査対象

調査対象人員は合計1,625人である。

＜回答者内訳＞

日付
人数（人）
構成比（%）

性別
人数（人）
構成比（%）

7月2日（日）
775
52.3

男性
620
38.5

7月6日（木）
850
47.7

女性
1,005
61.8

合計
1,625
100.0

合計
1,625
100.0

年代
人数（人）
構成比（%）

10代
201
12.4

20代
482
29.7

30代
198
12.2

40代
198
12.2

50代
210
12.9

60代
327
20.1

不明
9
0.5

合計
1，625
100.0

2．　調査結果
（1） 起点、目的地別の歩行動態

　今回、福井駅前で動態調査を行う上で駅前地域を下記のA～Tの計20ブロックに分けて、来街者に起点、目的地、中心市街地での歩行経路（＝動態）を質問した。ここで起点とは福井駅前に来街した際に動き（歩き）始めた地点（地域）であり、目的地とは一番の目的地となる地点（地域）をさす。

　起点、目的地をブロック単位として、それぞれ総量の多いもの3ブロックの動態を分析した。（なお、地図上の“起”は起点を、“主”は主目的地を表し、線分は通行の量に比例して太くなる）

（A） 起点別の動態

　起点別にそれぞれの動態を比較すると、まずJR福井駅前を含むLブロックの場合（図1－1）は福井駅前から電車通り沿いの動態が中心となり南通り商店街、サンロード北の庄など幅広い回遊状況がわかる。目的地をみても、Iだけでなく、JをはじめM、N等目的地のブロックが多様であるため、新栄商店街をはじめとする中央1丁目地区の中の通りも回遊するのがわかる。動態全体としても長い距離となっている。

　次に、パーク23のあるBブロックでは（図1－2）、目的地がB、Iブロックの2つに集中した。そのため動態も、西武に向かう動態が多くなり、その他の地域では回遊性が乏しく、起点と目的地の位置の近さからあらかじめ目的地を決め、そのうえで来街していることが伺える。

　サカエパーキング、NTTファミリーパークのあるOブロックでは（図1－3）、ほとんどＩを主目的地とし、Ｉ以外はＭ、Ｎを目的地としている。目的地の構成からOを起点とする来街者は特に買物を目的としていることが推測でき、それを反映して動態は中央1丁目地区を中心としたものとなり、電車通り北側歩道より北では急激に減少する。


（ブロック図）
図1－1　Lが起点の動態


（図1－1）
図1－2　Bが起点の動態


（図1－2）
図1－3　Oが起点の動態


（図1－3）
（B） 目的地別の動態

　Iブロックが目的地となる場合は（図1－4）、特にその起点が多岐にわたることから、様々な地域、多様な交通手段で来街していることがわかる。電車通りをメインとして西武南口通り、サンロード北の庄通りに特に動態が多く、この他新栄商店街、ガレリア元町、南通り商店街、についても回遊性が高い。

　次にJブロックが目的地の場合は（図1－5）起点がLに集中し、Jまでの動態が多い以外は、全体として回遊性が低く、特に新栄商店街でその傾向が顕著であり、目的地以外にはあまり他の地域に立ち寄らない様子がわかる。

　新栄商店街のあるNブロックでは（図1－6）回遊性が比較的高く、中央1丁目地区でみても、大差がない。これは新栄商店街を目的地として来街した場合にも他の地域に立ち寄るケースが多いためと思われる。

図1－4　Iが主目的地の動態


（図1－4）
図1－5　Jが主目的地の動態


（図1－5）
図1－6　Nが主目的地の動態


（図1－6）
（2） 属性からみた歩行動態の状況

属性については、住所、性別、職業、来街手段、年齢（年代）、来街目的、来街同行者数、同行者の構成など8項目にわたって質問した。これら属性の観点から歩行動態を検討するが、ここではこのうち特徴的な結果がみられた、

· 年代別の動態

· 来街手段別による動態

· 来街同行者の構成別による動態

を取り上げその動態を分析する。

（A） 年代別の動態（※図2－1,2,3はサンプル数の関係上、線分のみを太めに表示）

年代別の動態について、パーク23および福井中央郵便局を含むBブロックを起点として、「10代～20代」、「30代～50代」、「60代～」に年代を分けてデータ抽出し図表化したのが次頁である。

特徴的なのは、新栄商店街への動態にみられるように、年代を追って回遊性が低くなっているという状況である。

「10代～20代」では電車通りを中心として、新栄商店街、ガレリア元町、南通り商店街、サンロード北の庄など中央1丁目地区を幅広く回遊している状況が伺える。

これに対し、「30代～50代」では、西武新館前通りと新栄商店街のメイン通りに歩行動態が見られるだけで、ガレリア元町ではわずかに、サンロード北の庄への歩行動態は全くなく、主としてメイン通りである電車通りの通行に限定されている。

この傾向は、「60代～」には顕著にみられ、新栄商店街、ガレリア元町などの回遊は主要な通りのみとなり、それら商店街を囲む大通りの歩道に強い動態がみられる。また、道の横断についても、どちらかというと多くの人が利用する横断箇所の利用が多く、駅前商店街に来街する動態についても、他の年代に比較して繊協ﾋﾞﾙ前横断歩道よりも放送会館前の地下道路を利用する割合が高い。その一方で、南通りの東側歩道には動態がみられない。これらの結果から、「60代～」の来街者にとっては、路面整備がなされていない歩道や狭隘なイメージのある歩道といった歩行空間が整備されていない部分については動態がみられないということができる。

図2－1　平日Bを起点とした10・20代の動態


（図2－1）
図2－2　平日Bを起点とした30・40・50代の動態


（図2－2）
図2－3　平日Bを起点とした60代以上の動態


（図2－3）
（B） 来街手段による動態

アンケートでは、来街手段について「自動車」、「自転車」、「バス」、「電車」、「バイク」、「徒歩」、「タクシー」、「その他」という8項目に分けて調査をおこなった。このうち、「自動車」と「バス」、「電車」といった公共交通機関利用者についての動態を図式化した。

まず、下の図2－4は「自動車」での来街動態であるが、「起」であらわした起点、「主」であらわした主目的地が分散していることが伺える。サンプル数が多いという理由があるものの、特に、西武のブロックをはじめ新栄商店街、生活創庫、福井中央郵便局および放送会館前通りのBブロックなど他の交通手段と比較して目的地が多岐にわたっている。なお、起点については駐車場の位置と理解頂きたい。また、駅部にある起点については、駅前広場の駐車場および駅東の駐車場利用である。

一方、次頁の図2－5の「バス」での来街者の動態としては、バス停の乗降場である放送会館前大通りが主で、目的地についてもI・Jブロックの駅前商店街となっており、「バス」での来街数が、I・Jブロックの来街数に影響を与えていることが伺える。

図2－6の「電車」については、自ずと福井駅から商店街へ電車通りの動態が中心であるが、南通り商店街やサンロード北の庄、新栄商店街などへの回遊性も高くなっている。これは、来街手段を公共交通に依存する10代が多いためと思われる。なお、順化地区に記されている「起」については、繊協ﾋﾞﾙ前の福井鉄道の停車場であり、駅前商店街セントラル付近に記されている「起」については、同じく福井鉄道の福井駅前停車場と判断頂きたい。

図2－4　車で来た場合


（図2－4）
図2－5　バスで来た場合


（図2－5）
図2－6　電車で来た場合


（図2－6）
（3） 来街同行者の構成別による動態

複数で来街した者のうち、来街同行者の構成について「友人（同性）」、「友人（異性）」、「家族・親戚」、「会社同僚」、「その他」に分けて質問した。

このうち「家族・親戚」で来街した場合の動態および「友人（異性）」、「友人（同性）」について図式化したのが図3－1・2・3である。

まず、「家族・親戚」で来街した場合であるが、起点はサカエパーキング、ファミリーパーキングのあるOブロック、続いてパーク23のあるBブロック、福井駅および駅東地区のLブロックからの来街が多い。また、主目的地は西武および西武新館を含むＩブロックに特化している。これに伴って、電車通りの通行量が多くなっており、他地区への回遊性は低いといえる。

こうした動態は「友人（異性）」でも同じようにみられる。

一方、「友人（同性）」と来街した場合については、起点が福井駅方面のＬブロック、続いてサカエパーキング、ファミリーパーキングのあるOブロック、パーク23のあるBブロックの順で、「家族・親戚」、「友人（異性）」とは異なっている。また、目的地についても西武を含んだＩブロックをはじめ生活創庫や新栄商店街などがあげられており、サンロード北の庄、ガレリア元町などへの回遊も総じて高くなっている。

図3－1　家族・親戚と来た場合


（図3－1）
図3－2　友人（異性）と来た場合


（図3－2）
図3－3　友人（同性）と来た場合


（図3－3）
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図―１調査地点図
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図―３　日曜日の通行量の状況
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図―５　平日の通行量の状況
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図－2　滞留地域各ブロック図
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